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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内に挿入し観察対象を撮像する内視鏡と、
　前記内視鏡が撮像した観察対象の内視鏡画像より第１の医療画像を生成する内視鏡画像
生成手段と、
　外部の医療装置からの第２の医療画像を取得する医療画像取得手段と、
　表示手段に前記第１の医療画像が表示されると共に同一の表示画面上に当該内視鏡画像
に関連する文字情報が表示される状態において、前記文字情報が表示される領域に前記第
２の医療画像を重畳して表示する際、当該領域に表示されている前記文字情報を自動的に
消去するモードを選択可能とする自動消去モード選択手段と、
　前記第１の医療画像及び前記第２の医療画像を複数の異なる記録形式で記録手段に記録
制御する記録制御手段と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記録制御手段は、前記記録形式に基づき、前記記録手段に記録する階層を前記記録形
式毎に分類する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記外部の医療装置を接続する外部医療装置接続手段をさらに有することを特徴とする
請求項１または２に記載の内視鏡装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置、さらに詳しくは、外部医療画像を内視鏡画像にＰｉｎＰする内
視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡は、医療用分野及び工業用分野で広く用いられるようになった。また、最
近は、光学式内視鏡の接眼部に撮像手段を備えたテレビカメラを装着したテレビカメラ外
 付け式内視鏡や、先端部に撮像手段を備えた電子内視鏡により、撮像した内視鏡画像を
モ ニターに表示する内視鏡装置も広く用いられるようになった。
【０００３】
　この種の内視鏡装置は、従来より、内視鏡を用いて撮像した内視鏡画像を着脱自在な記
憶媒体に記録、再生可能とする技術を備えたものが数多く提案されている。
【０００４】
　例えば、特開平６－９６１７０号公報に記載の内視鏡情報記録システムには、画像読取
 手段によって読み取った画像情報、及び音声読取手段によって読み取った音声情報をカ
ード状記録媒体に記録する技術が開示されている。
【０００５】
　また、特開平１１－８９７９２号公報に記載の内視鏡システムには、内視鏡からの撮像
信号を信号処理する映像信号処理装置を有し、この映像信号処理装置に具備する映像信号
出力制御手段によって、少なくともカード検知手段が記憶媒体であるＰＣカードのＰＣカ
ードスロットへの装着を検知した場合、ＰＣカード内のメモリに内視鏡画像のフリーズ画
像を格納するメモリ制御手段に、前記撮像信号を信号処理する信号処理手段からの映像信
号を出力するようにして前記ＰＣカードに記録する技術が開示されている。
【０００６】
　さらに、特開平１１－３２９８３号公報に記載の内視鏡撮像装置には、信号処理手段に
 おける映像信号特性の調整を行う複数の調整手段と、この調整手段の調整値を記憶する
外部記憶手段であるメモリーカードとを有し、制御手段によって、メモリーカードに記憶
された調整値を基に前記調整手段の動作設定を変更する技術が開示されている。
【０００７】
　近年、この種の内視鏡装置は、検査後にＰＣカードやメモリーカード等の記録媒体に記
録した画像群を用いて効果的に分析や診断を行うためには、前記記録媒体に記録した画像
群から複数の所望画像を選択して１枚の画像として表示やプリントアウトすることが望ま
れている。
【０００８】
　また、特開平１０－１１８０３２号公報にはピクチャーインピクチャーの親画像及び子
画像を同一モニタに表示できる内視鏡装置が開示されている。
【特許文献１】特開平６－９６１７０号公報
【特許文献２】特開平１１－８９７９２号公報
【特許文献３】特開平１１－３２９８３号公報
【特許文献４】特開平１０－１１８０３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記各従来例において、内視鏡画像を表示する際には、患者を識別する
ための識別情報等の文字情報が内視鏡画像に隣接してモニタ上に表示されるが、所望の画
像を内視鏡画像にＰｉｎＰ（重畳）して表示する場合、文字情報によりＰｉｎＰ（重畳）
した画像観察が視認することに支障があった。
【００１０】
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　本発明は、上述した点に鑑みてなされたもので、内視鏡画像に隣接してＰｉｎＰ（重畳
）した医療画像の視認性を向上させることのできる内視鏡装置を提供することを目的とし
ている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の内視鏡装置は、体腔内に挿入し観察対象を撮像する内視鏡と、前記内視鏡が撮
像した観察対象の内視鏡画像より第１の医療画像を生成する内視鏡画像生成手段と、外部
の医療装置からの第２の医療画像を取得する医療画像取得手段と、表示手段に前記第１の
医療画像が表示されると共に同一の表示画面上に当該内視鏡画像に関連する文字情報が表
示される状態において、前記文字情報が表示される領域に前記第２の医療画像を重畳して
表示する際、当該領域に表示されている前記文字情報を自動的に消去するモードを選択可
能とする自動消去モード選択手段と、前記第１の医療画像及び前記第２の医療画像を複数
の異なる記録形式で記録手段に記録制御する記録制御手段とを備える。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、内視鏡画像に隣接してＰｉｎＰ（重畳）した医療画像の視認性を向上
させることができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施例について述べる。
【実施例１】
【００１４】
　図１ないし図１７は本発明の実施例１に係わり、図１は内視鏡装置の構成を示す構成図
、図２は図１の内視鏡装置の接続関係を示す図、図３は図１のモニタの表示画像を説明す
る第１の図、図４は図１のモニタの表示画像を説明する第２の図、図５は図４の表示画像
の記録の記録媒体のディレクトリ構造を示す図、図６は図１のモニタの表示画像を説明す
る第３の図、図７は図１のモニタの表示画像を説明する第４の図、図８は図１のモニタの
表示画像を説明する第５の図、図９は図１のモニタの表示画像を説明する第６の図、図１
０は図１のパネルでのレリーズ設定画面を説明する図、図１１は図１０の設定画面におけ
るレリーズ処理の流れを示すフローチャート、図１２は図１１のレリーズ処理を説明する
図、図１３は図１のパネルでの言語設定が実施されたを第１の言語メニューを説明する図
、図１４は図１３の言語設定を説明する図、図１５は図１のパネルでの言語設定が実施さ
れた第２の言語メニューを説明する図、図１６は図１のパネルでの言語設定が実施された
第３の言語メニューを説明する図、図１７は図１のパネルでの言語設定が実施された第４
の言語メニューを説明する図である。
【００１５】
　図１に示すように、本実施例の内視鏡装置１は、体腔内に挿入され、体腔内を撮像する
ための電子内視鏡（以下、内視鏡と略記）２と、観察用の照明光を発生する光源装置３を
有し、内視鏡２で撮像された画像信号に対する信号処理を行うビデオプロセッサ４と、内
 視鏡画像を表示する観察モニタ（以降、モニタと称す）５と、内視鏡画像をプリントア
ウトするビデオプリンタ６と、内視鏡装置全体の操作指示やデータ入力を行うキーボード
７と、マウス８と、ビデオプロセッサ４に着脱自在な記憶媒体としてのＵＳＢストレージ
９と、ビデオプロセッサ４に着脱自在な記憶媒体としてのメモリーカード(ＰＣカード）
１０とを有している。
【００１６】
　 なお、前記光源装置３は、前記ビデオプロセッサ４と一体的に構成したものであるが
、別体となっていても良い。
【００１７】
　前記内視鏡２は、体腔内に挿入される細長の挿入部２Ａと、この挿入部２Ａの後端に設
 けられた操作部２Ｂとを有する。
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【００１８】
 この挿入部２Ａ内には照明光を伝送するライトガイド１６が挿通され、このライトガイ
ド１６の後端のライトガイドコネクタ１４は光源装置３に着脱自在に接続され、光源装置
３から供給される照明光を伝送し、挿入部２Ａの先端部２ａの照明窓（図示せず）に取り
付けられた先端面からさらに照明レンズ１７を経て体腔内の患部等の被写体２Ｃ側を照明
する。
【００１９】
　この先端部２ａには、照明窓に隣接して観察窓（図示せず）が設けてあり、この観察窓
には対物光学系１８が取り付けてある。この対物光学系１８の結像位置に照明された被写
体２Ｃの光学像を結像する。この結像位置には固体撮像素子としてＣＣＤ１９が配置され
ており、結像された光学像を光電変換する。
【００２０】
　このＣＣＤ１９は挿入部２Ａ内等に挿通された信号線、コネクタ１１、ケーブル１２、
コネクタ１３を介してビデオプロセッサ４と電気的に接続される。そして、ＣＣＤ１９は
 、光電変換してなる画像信号（撮像信号）を先端部２ａ内に配されたアンプ２０により
増幅さけた後、前記信号線、コネクタ１１、ケーブル１２、コネクタ１３を介してビデオ
プロセッサ４に出力する。
【００２１】
　また、この内視鏡２の操作部２Ｂ等には、内視鏡２の機種情報（例えばＣＣＤの識別情
報など）や電子シャッタ速度等が記憶されたＣＣＤ識別情報部２２と、このＣＣＤ１９を
駆動させて観察機能（例えば、レリーズ、フリーズ機能等）を実行するためのスイッチ２
１とが設けてある。
【００２２】
　光源装置３は、光を照射するキセノンランプ等のランプ２３と、このランプ２３の照明
光路上に設けられ、複数の光学フィルタ、照明光照明光絞り及び回転フィルタ等を有し、
照明光量を調整する調光部２４と、この調光部２４を制御する調光制御部２５とを有して
いる。
【００２３】
　この調光制御部２５は、後述するビデオプロセッサ４の調光制御部３０からコネクタ１
３、ケーブル１２、コネクタ１１、信号線を介して供給される制御信号に基づいて前記調
光部２４を制御するようになっている。
【００２４】
　ビデオプロセッサ４は、ＣＣＤ１９を駆動する駆動信号を発生するＣＣＤ駆動部２９を
有している。
【００２５】
　 また、このビデオプロセッサ４は、ＣＣＤ１９から出力された撮像信号をデジタル信
号 に変換するＡ／Ｄ変換回路２６と、Ａ／Ｄ変換回路２６から出力された画像データに
対する前処理を行う前段映像処理部２７と、アイソレーション部２８と、アイソレーショ
ン部２８からの画像データに対する後処理を行う後段映像処理部３１と、この後段映像処
理部３１からの画像データと後述する外部の記憶媒体であるＵＳＢストレージ９やＰＣカ
ード１０に記憶された画像データとを合成、重畳処理するグラフィック表示／重畳部３２
と、Ｄ／Ａ変換回路３４との順に画像信号が流れるように構成されている。
【００２６】
　また、このビデオプロセッサ４には、前記光源装置３の調光制御部２５を制御する調光
制御部３０と、後段映像処理部３１からの画像データあるいは前記ＰＣカード１０等の記
憶媒体からの画像データをキャプチャするキャプチャ部３３と、装置全体の各種制御動作
を行うＣＰＵ３８と、このＣＰＵ３８のバス３９と、ＲＡＭ４０と、フラッシュメモリ（
登録商標）４１と、Ｉ／Ｏポート４２と、パネル４３と、ＰＣＩ（Periferal Component 
Interconnect）バスブリッジ４４と、ＰＣＩバス４５と、このＰＣＩバス４５に接続され
るＵＳＢ（Universal Serial Bus）ホストコントローラ４６、ＰＣカードコントローラ４
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８及びユーアート（Universal Asynchronous Receiver Transmitter の略で以下、ＵＡＲ
Ｔと称す）５０とが備えられている。
【００２７】
　さらに、ビデオプロセッサ４には、前記モニタ５を接続するためのコネクタ３５と、前
記ビデオプリンタ６を接続するためのコネクタ３６と、前記ＵＡＲＴ５０と前記ビデオプ
リンタ６とを接続するための接続端子３７と、前記ＵＳＢコントローラ４６と外部のＵＳ
Ｂ機器（キーボード７、マウス８、ＵＳＢストレージ９等）とを接続するためのコネクタ
部４７と、前記ＰＣカードコントローラ４８とＰＣカード１０とを接続するためのスロッ
ト４９とが備えられている。
【００２８】
　前記構成のビデオプロセッサ４では、図１に示すように、ＣＣＤ１９から得られた画像
信号は、Ａ／Ｄ変換回路２６によりＡ／Ｄ変換され、前段映像処理部２７に出力される。
【００２９】
　その後、デジタル化された画像データは、前段映像処理部２７により色分離などの前段
処理が施された後、アイソレーション部２８により絶縁された上で後段映像処理部３１に
出力される。
【００３０】
　この後段映像処理部３１では、供給された画像データに対し、γ変換、輪郭強調や拡大
縮小などの映像処理が施される。その後、画像データは、グラフィック表示／重畳部３２
により後述するＣＰＵ回路側からの画像データ（ＯＳＤ（On-Screen Display）表示画像
も含む）や文字情報が重畳されてＤ／Ａ変換回路３４に出力される。
【００３１】
　Ｄ／Ａ変換回路３４では、供給された画像データをアナログ化し、アナログ化された画
像データは前記コネクタ３５、３６を介してモニタ５、ビデオプリンタ６に出力される。
【００３２】
　こうして、モニタ５によって供給された画像信号に基づく画像（内視鏡画像）が表示さ
れ 、またビデオプリンタ６によって供給された画像信号に基づく画像がプリントアウト
されるようになっている。
【００３３】
　なお、本実施例では、内視鏡装置１は、画素数などの駆動条件の異なる複数のＣＣＤ１
９を駆動するため、前記したように内視鏡２の操作部２Ｂ等にＣＣＤ識別情報部２２を設
けており、ビデオプロセッサ４は、このＣＣＤ識別情報部２２に記憶された識別情報を用
いてＣＣＤ１９の駆動条件や前記後段映像処理部３１の処理パラメータを変更するように
制御している。
【００３４】
　また、本実施例では、前記したように被写体２Ｃの照明状態を最適に保つため、前記光
源装置３内には調光部２４及び調光制御部２５が設けられており、これらの調光部２４及
び調光制御部２５がビデオプロセッサ４内の調光制御部３０によって制御されることで、
照明光の強度が調整されるようになっている。
【００３５】
　図１に示すように、前記後段映像処理部３１からの出力画像データは、キャプチャ部３
３にも供給されるようになっている。このキャプチャ部３３は、前記ＰＣＩバス４５に接
続されており、内視鏡画像データを取り込み、前記ＰＣＩバス４５を介して後述するＣＰ
Ｕ回路側へ出力する。
【００３６】
　ＣＰＵ回路としては、前記したようにＣＰＵ３８、バス３９、ＲＡＭ４０、フラッシュ
メモリ（登録商標）４１、Ｉ／Ｏポート４２、ＰＣＩバスブリッジ４４、ＰＣＩバス４５
、ＵＳＢコントローラ４６、ＰＣカードコントローラ４８及びＵＡＲＴ５０とで構成され
ている。
【００３７】
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　前記ＣＰＵ回路は、ビデオプロセッサ４内部の制御及び外部機器との通信を行うように
なっている。
【００３８】
　前記ＣＰＵ３８には、バス３９を介して、プログラム及びデータを一時記憶するための
ＲＡＭ４０、プログラム及びデータを電源ＯＦＦ時も保持するフラッシュメモリ（登録商
標）４１、及び各回路群からの入出力信号を制御するＩ／Ｏポート４２が接続される。
【００３９】
　このＩ／Ｏポート４２には、前記パネル４３が接続される。このパネル４３は、画質調
 整用のスイッチやＬＥＤ、液晶モニタを設けており、使用者からの入力を受け付けたり
、ＬＥＤ、液晶モニタ表示を制御する。該液晶モニタにはタッチパネル機能が設けられて
いる。
【００４０】
また、前記ＣＰＵ３８のバス３９には、前記ＰＣＩバスブリッジ４４が接続されている。
このＰＣＩバスブリッジ４４は、前記ＣＰＵ３８のバス４９を汎用バスであるＰＣＩバス
４５に変換する。このＰＣＩバス４５上には、前記キャプチャ回路３３、ＵＳＢコントロ
ーラ４６、ＰＣカードコントローラ４８及びＵＡＲＴ５０が接続されている。
【００４１】
　前記ＵＳＢコントローラ４６は、コネクタ部４７を介して外部のＵＳＢ機器に接続する
ための回路であり、本実施例では、ＵＳＢ機器としてキーボード７及びマウス８のＨＩＤ
（Human Interface Device）や、ＵＳＢストレージ９（例えばStrage Device）が接続さ
れる。
【００４２】
　なお、前記コネクタ部４７は、キーボード７を接続するためのコネクタ４７ａと、マウ
ス８のＨＩＤを接続するためのコネクタ４７ｂと、ＵＳＢメモリ９を接続するためのコネ
クタ４７ｃとを有している。
【００４３】
　前記ＰＣカードコントローラ４８は、ビデオプロセッサ４に設けられたＰＣカードスロ
ット４９に接続され、このＰＣカードスロット４９に着脱されるＰＣカード１０に対する
制御を行う。前記ＵＡＲＴ５０は、外部の機器とシリアル通信を行うための回路であり、
本実施例ではビデオプリンタ６等の機器をリモート制御するために使用される。
【００４４】
　また、本実施例のビデオプロセッサ４では、コネクタ１０２を介して、外部の医療機器
、例えば超音波観測装置１００と接続可能となっており、超音波観測装置１００からのラ
イブの観測画像がデコーダ１０１を介して、後段映像処理部３１及び、Ｉ／Ｏポート４２
に入力することができる。
【００４５】
　図２に示すように、ＣＰＵ３８の制御により、ビデオプロセッサ４では、内視鏡２から
の内視鏡画像Ｒａに、超音波観測装置１００のモニタ１００ａに表示される超音波画像Ｒ
ｂをＰｉｎＰ（ピクチャーインピクチャ）させてモニタ５に表示させることができる。
【００４６】
　なお、内視鏡画像ＲａにＰｉｎＰさせる画像を超音波観測装置１００のモニタ１００ａ
に表示される超音波画像Ｒｂとしたが、これに限らず、フラッシュメモリ（登録商標）４
１等に予め格納している外部の医療機器の画像を内視鏡画像ＲａにＰｉｎＰさせるように
してもよい。
【００４７】
　内視鏡画像Ｒａのみを表示しているときは、図３に示すように、各種患者情報及びコメ
ント等の文字情報１２２が画像に隣接して表示されるため、超音波画像ＲｂをＰｉｎＰす
ると文字情報１２２が邪魔して超音波画像Ｒｂが見づらい状況となるため、術者の操作に
より超音波画像ＲｂをＰｉｎＰすると、図４に示すように、自動的に文字情報１２２を消
去することができる。この超音波画像ＲｂをＰｉｎＰ時の文字情報１２２の消去の設定は
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、術者により任意に設定可能であり、例えばパネル４３に設けられた液晶モニタのタッチ
パネル機能により容易に行うことができる。
【００４８】
　また、パネル４３に設けられた液晶モニタのタッチパネル機能を用いて、モニタ５に表
示されている、内視鏡画像Ｒａ及び超音波画像Ｒｂを独立にＰＣカード１０に保存するこ
とができる。保存形式は、圧縮したＪＰＥＧ形式のみ、あるいはＪＰＥＧ方式及び非圧縮
形式のＴＩＦＦ形式であり、パネル４３に設けられた液晶モニタのタッチパネル機能を用
いて設定できる。
【００４９】
　とくに、ＪＰＥＧ形式及びＴＩＦＦ形式の両方形式で画像保存した場合には、ＰＣカー
ド１０のディレクトリ形式は、図５に示すように、ＪＰＥＧ形式の画像ディレクトリの下
層にＴＩＦＦ形式の画像ディレクトリが生成され、保存形式毎に分離した構造で画像が記
録されるため、画像検索が容易に行えるようになっている。
【００５０】
　図６に示すように、文字情報１２２に例えばＰＣカード１０の記憶容量残量を示すメデ
ィア残量エリア１２３に残量インジケータ１２３ａを表示することができる。
【００５１】
　このメディア残量エリア１２３は、図７に示すように、常時表示可能であるが、少なく
とも電源投入には表示し、第１の所定枚数が記録可能な所定残量以下になったときのみ、
メディア残量エリア１２３を表示するようにしても良い。さらに、図８に示すように、文
字情報１２２を消去しメディア残量エリア１２３のみを表示するようにしても良い。そし
て、図９に示すように、第２の所定枚数が記録可能な所定残量以下（記録保証できない残
量以下）になったときには、メディア残量エリア１２３に残量インジケータ１２３ａの代
りにエラー表示１２４を行う。
【００５２】
　また、図１０に示すように、パネル４３に設けられた液晶モニタ４３ａでは、スイッチ
２１の複数のスイッチにレリーズの際に実行させる機能をタッチパネル機能により設定す
ることができる。
【００５３】
　すなわち、例えばスイッチ２１の第１及び第２のスイッチにレリーズ１機能及びレリー
ズ２機能を割り付け、それぞれのスイッチが操作された際の、画像の記録先を設定するこ
とができる。図１０の場合、レリーズ１機能ではビデオプリンタ６のみ記録先と設定し、
レリーズ２機能ではビデオプリンタ６以外の、ＰＣカード１０及びＵＳＢストレージ９を
記録先と設定している。なお、図中では、ＵＳＢストレージ９は画像ファイルとして分類
されている。
【００５４】
　このようにスイッチ２１にレリーズ機能を設定した際の作用を図７のフローチャートを
用いて説明する。
【００５５】
　図１１に示すように、レリーズ機能が割り付けられたスイッチ２１のレリーズの押下を
ステップＳ１にて確認すると、ステップＳ２にて画像をキャプチャ部３３でキャプチャす
る。
【００５６】
　そして、ステップＳ３～Ｓ８において、設定された記録先へに記録処理を実行する。ス
テップＳ３では記録先としてビデオプリンタ６が設定されているかどうか判断し、記録先
としてビデオプリンタ６が設定されているばあいには、ステップＳ４にてビデオプリンタ
６での画像記録処理を実行する。ステップＳ５では記録先としてＰＣカード１０が設定さ
れているかどうか判断し、記録先としてＰＣカード１０が設定されているばあいには、ス
テップＳ６にてＰＣカード１０での画像記録処理を実行する。同様に、ステップＳ７では
記録先としてＵＳＢストレージ９（画像ファイル）が設定されているかどうか判断し、記
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録先としてＵＳＢストレージ９が設定されているばあいには、ステップＳ８にてＵＳＢス
トレージ９での画像記録処理を実行する。
【００５７】
　そして、ステップＳ９にてビデオプリンタ６でのプリンタ処理が実行されたどうか判断
する。ビデオプリンタ６でのプリンタ処理が実行された場合には、ステップＳ１０にて、
図１２に示すように、モニタ５に所定時間記録した画像のＩＮＤＥＸ画像を重畳表示し、
処理を終了する。
【００５８】
　プリンタ処理が実行されたと判断された場合は、ＰＣカード１０あるいはＵＳＢストレ
ージ９への記録がなされていない場合が想定されるため、プリンタ処理された画像のＩＮ
ＤＥＸ画像１２０ａを所定時間モニタ５に表示することでユーザが記録した画像を確認す
ることができる。なお、ＰＣカード１０あるいはＵＳＢストレージ９への記録がなされて
いる場合はパネル４３を操作することで、記録した画像をＰＣカード１０あるいはＵＳＢ
ストレージ９から読み出し、モニタ５あるいは液晶モニタ４３ａで確認することができる
ので、ステップＳ９では、記録処理がプリンタ処理のみかどうかを判断するようにしても
良い。さらに、図１２では、文字表示１２２がなされているが、上記ＰｉｎＰの際と同様
に文字表示１２２をＩＮＤＥＸ画像１２０ａの表示期間中消去するようにしてもよい。
【００５９】
　また、本実施例では、パネル４３に設けられた液晶モニタ４３ａでは、モニタ５あるい
は液晶モニタ４３ａに表示させる各画像の文字表示の言語表記をタッチパネル機能により
設定することができる。
【００６０】
　図１３は言語表記が英語表記されたメニュー画面を液晶モニタ４３ａに表示させた例で
あって、画面上の言語が英語表記となている。この画面で言語変換エリア１８０をプルダ
ウン表示させることで、メニュー画面上の言語を所望の言語表記に変更することができる
。
【００６１】
　言語変換エリア１８０は、図１４に示すように、選択する選択言語表記は、各言語の表
記でなされている。すなわち、例えば
（１）英語言語の表記を選択する項目は英語
（２）フランス語言語の表記を選択する項目はフランス語
（３）ドイツ語言語の表記を選択する項目はドイツ語
（４）イタリア語言語の表記を選択する項目はイタリア語
等、メニュー画面上の言語の言語表記に係らず、言語変換エリア１８０の選択言語表記は
選択したい言語で表記さている。図１５はイタリア語言語の表記のニュー画面を示し、図
１６はフランス語言語の表記のニュー画面を示し、図１７はドイツ語言語の表記のニュー
画面を示しているが、これらニュー画面の言語変換エリア１８０においても、選択する選
択言語表記は、各言語の表記でなされている。
【００６２】
　このように言語変換エリア１８０の選択言語表記を選択したい言語で行うことで、メニ
ュー画面上の言語が十分に理解できない操作者であっても、言語変換エリア１８０の自国
の言語は認識できるので、変換したい言語表記を容易、かつ確実に選択できる。
【００６３】
　本発明は、上述した実施例に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範囲に
おいて、種々の変更、改変等が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の実施例１に係る内視鏡装置の構成を示す構成図
【図２】図１の内視鏡装置の接続関係を示す図
【図３】図１のモニタの表示画像を説明する第１の図
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【図４】図１のモニタの表示画像を説明する第２の図
【図５】図４の表示画像の記録の記録媒体のディレクトリ構造を示す図
【図６】図１のモニタの表示画像を説明する第３の図
【図７】図１のモニタの表示画像を説明する第４の図
【図８】図１のモニタの表示画像を説明する第５の図
【図９】図１のモニタの表示画像を説明する第６の図
【図１０】図１のパネルでのレリーズ設定画面を説明する図
【図１１】図１０の設定画面におけるレリーズ処理の流れを示すフローチャート
【図１２】図１１のレリーズ処理を説明する図
【図１３】図１のパネルでの言語設定が実施されたを第１の言語メニューを説明する図
【図１４】図１３の言語設定を説明する図
【図１５】図１のパネルでの言語設定が実施された第２の言語メニューを説明する図
【図１６】図１のパネルでの言語設定が実施された第３の言語メニューを説明する図
【図１７】図１のパネルでの言語設定が実施された第４の言語メニューを説明する図
【符号の説明】
【００６５】
１…内視鏡装置
２…内視鏡
２Ａ…挿入部
２Ｂ…操作部
２Ｃ…被写体
２ａ…先端部
３…光源装置
４…ビデオプロセッサ
５…モニタ
６…ビデオプリンタ
７…キーボード
８…マウス
９…ＵＳＢストレージ
１０…メモリーカード（ＰＣカード）
１９…ＣＣＤ
２２…ＣＣＤ識別情報部
２３…ランプ
２７…前段映像処理部
２８…アイソレーション部
２９…ＣＣＤ駆動部
３０…調光制御部
３１…後段映像処理部
３２…グラフィック表示／重畳部
３３…キャプチャ部
３８…ＣＰＵ
３９…バス
４０…ＲＡＭ、
４１…フラッシュメモリ（登録商標）
４２…Ｉ／Ｏポート
４３…パネル
４４…ＰＣＩバスブリッジ、
４５…ＰＣＩバス、…
４６…ＵＳＢホストコントローラ、
４８…ＰＣカードコントローラ、
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４９…カードスロット
１０１…エンコーダ

【図１】 【図２】
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摘要(译)

（经修改） 要解决的问题：提高医学图像PinP（叠加）与内窥镜图像相
邻的可见性。 解决方案在CPU的控制下，在视频处理器中，可以在来自
内窥镜的内窥镜图像Ra上制作超声图像Rb PinP并将其显示在监视器5
上。当仅显示内窥镜图像Ra时，与图像相邻地显示诸如各种患者信息和
评论的字符信息122.因此，当超声图像Rb是PinP时，字符信息122干扰
由于难以看到声学图像Rb，如果通过操作者的操作超声图像Rb是PinP，
则可以自动删除字符信息122。 点域
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